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序

　

京
都
府
京
丹
後
市
網
野
町
に
あ
る
龍
献
寺
は
、
永
平
寺
五
世
中

興
・
宝
慶
寺
二
世
義
雲
（
一
二
五
三

－
一
三
三
三
）
に
よ
っ
て
開
創

さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
龍
献
寺
の
草
創
期
に
ま
で
遡
れ
る
資

料
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
同
寺
の
創
建
に
関
し
て
は
①
「
木
津
庄

岡
田
龍
献
寺
略
記
」（
以
下
「
略
記
」。
龍
献
寺
十
七
世
団
貞
義
孝

〈
＊

－

一
八
五
六
〉
筆
、
一
八
七
九
年
加
筆
書
写
）、
②
「
龍
献
寺
本

堂
上
棟 

銘
」（
以
下
「
上
棟
の
覚
書
」。
撰
者
・
成
立
年
不
詳
）、
③

「
龍
献
寺
法
堂
額
の
縁
起
書
」（
以
下
「
法
堂
額
の
縁
起
書
」。
龍
献

寺
二
十
一
世
大
円
玄
宗
〈
＊

－

一
九
二
九
〉
筆
、
一
九
二
五
年
成

立
）、
④
「
龍
献
寺
調
」（
撰
者
・
成
立
年
不
詳
）、
⑤
「
龍
献
寺
の

縁
起
書
」（
撰
者
・
成
立
年
不
詳
）
の
五
本
の
資
料
が
あ
）
1
（

る
。
こ
の

中
の
③
か
ら
⑤
の
三
本
は
、
義
雲
が
同
寺
を
開
い
た
と
伝
え
て
い

る
。
一
方
、
他
の
二
本
に
は
、
瑞
雲
漢
嶺
（
生
卒
年
不
詳
）
が
開
闢

し
た
と
あ
り
、
義
雲
の
名
は
登
場
し
な
い
。
前
稿
「
龍
献
寺
創
建
の

伝
承
に
つ
い
て
」（『
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
）
2
（

号
）

で
は
、
元
来
、
龍
献
寺
に
は
「
略
記
」
か
そ
の
原
本
が
由
緒
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
基
に
義
雲
が
龍
献
寺
を
開

創
し
た
と
い
う
脚
色
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
稿
で
は
、
離
湖
（
京
丹
後
市
網
野
町
小
浜
）
に
島

（
離
山
・
蓬
カ
嶋
）
が
湧
出
し
、
龍
神
が
出
現
し
た
と
い
う
瑞
相
に

伴
い
、
こ
の
湖
の
島
に
龍
献
寺
が
開
創
し
た
と
い
う
伝
承
に
つ
い
て

展
開
さ
せ
）
3
（
た
。
既
出
五
本
の
資
料
に
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
離
湖

龍
献
寺
再
建
の
伝
承
に
つ
い
て

伊　
　

藤　
　

秀　
　

真
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に
お
け
る
創
建
以
降
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
中
に
〝
龍
献
寺
が
廃
寺

と
な
り
現
在
地
に
移
転
す
る
が
、
回
禄
や
経
年
変
化
に
よ
り
廃
れ

た
。
そ
の
度
に
、
同
寺
が
再
建
さ
れ
た
〞
と
い
う
伽
藍
の
変
遷
が
窺

え
る
。
再
建
に
関
す
る
記
録
に
は
、
創
建
時
の
瑞
相
を
含
ん
だ
伝
承

と
は
異
な
り
、
丹
後
国
（
現
在
の
京
都
府
北
部
）
の
領
主
京
極
氏
が

龍
献
寺
と
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
京
極
氏
が
離
湖
に

あ
っ
た
龍
献
寺
を
衰
退
さ
せ
た
こ
と
や
、
同
氏
が
智
源
寺
（
宮
津
市

京
街
道
）
を
興
し
た
こ
と
か
ら
、
龍
献
寺
の
末
寺
を
智
源
寺
の
末
寺

に
換
え
よ
う
と
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
近
世
に
成
立

し
た
資
料
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
史
実
で
あ
る
か
否
か
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
前
稿
で
扱
っ
た
五
本
の
資
料
の
創
建
以
降
に
続
く
部

分
を
通
し
て
、
龍
献
寺
が
再
建
し
た
過
程
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

こ
の
再
建
に
関
連
す
る
京
極
氏
の
伝
承
に
対
し
て
考
察
し
、
更
に
龍

献
寺
の
縁
起
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

離
湖
に
創
建
さ
れ
た
龍
献
寺
の
衰
退

　

こ
の
節
で
は
、
京
極
氏
が
離
湖
に
あ
っ
た
龍
献
寺
を
衰
退
さ
せ
た

と
い
う
伝
承
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
挙
げ
た
龍
献
寺
の

創
建
に
関
す
る
五
本
の
資
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
記
録
に
あ
り
、

前
稿
に
掲
載
し
た
後
に
続
く
事
象
で
あ
る
。
次
頁
の
表
は
、
内
容
毎

に
ｆ
か
ら
ｊ
の
項
目
に
区
切
り
対
校
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
（
ａ
か
ら

ｅ
は
前
稿
を
参
）
4
（
照
）。
こ
の
項
目
に
対
し
て
概
要
を
示
す
な
ら
ば
、

　

ｆ
．
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
京
極
氏
が
一
覧
亭
を
建
立

　
ｇ
．
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
京
極
氏
に
よ
っ
て
廃
寺
へ

　

ｈ
．
龍
献
寺
の
末
寺

　

ｉ
．
本
尊
の
移
転

　
ｊ
．
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
京
極
氏
の
改
易
と
な
る
。

　

ｆ
と
ｇ
に
は
、
京
極
氏
が
離
湖
に
建
立
し
て
い
た
龍
献
寺
を
廃
し

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
「
法
堂
額
の
縁

起
書
」
は
寛
永
八
）
5
（

年
、「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」
は
寛
永
十
年
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
に
は
、
京
極
氏
が
離
湖
の
景
勝
を
優
愛

し
、
こ
こ
に
一
覧
亭
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
龍
献
寺
は

廃
寺
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
略
記
」
と
「
上
棟
の

覚
書
」
に
は
、
一
覧
亭
と
い
う
建
物
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

「
上
棟
の
覚
書
」
に
は
、
京
極
氏
が
一
覧
し
て
離
山
を
気
に
入
り
、
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①
略
記

②
上
棟
の
覚
書

③
法
堂
額
の
縁
起
書

④
龍
献
寺
調

⑤
龍
献
寺
の
縁
起
書

ｆ

寛
永
八
年
丁
未
、
領
主
京
極
家
、

湖
秀
山
ノ
奇
勝
ヲ
優
愛
シ
、
一
覧

亭
ヲ
設
ク
ル
ニ
当
リ
、
威
ヲ
以
テ

龍
献
寺
ヲ
廢
ス
。

寛
永
八
辛
未
年
領
主
京
極
家
湖
山

の
奇
絶
を
愛
し
一
覧
亭
を
設
立
す

る
に
よ
り
潜
居
云
々
、

然
ル
ニ
寛
永
八
年
未
ノ
歳
、
領
主

京
極
丹
後
守
、
湖
山
ノ
奇
□
ヲ
愛

シ
、
一
覧
亭
ヲ
設
立
ニ
依
リ
、
為

ニ
適
セ
ラ
ル
此
ノ
時
、
他
高
国
、

領
主
ニ
退
言
セ
シ
ト
テ
、
湖
水
ニ

シ
ス
メ
テ
死
セ
シ
ム
。

ｇ
然
ル
処
ニ
、
百
拾
代
明
正
帝
之
寛

永
十
癸
酉
年
国
守
京
極
某
甲
之
為

ニ
奪
却
廃
寺
セ
ウ
ル
。

寛
永
拾
癸
酉
年
国
守
京
極
某
一
覧

此
山
奇
絶
、
故
為
舞
楽
地
忽
奪

取
、
山
林
而
殿
堂
仏
具
悉
所
癈
鳴

呼
□
勢
不
能
、

h

末
寺
三
十
八
ヶ
寺
孩
末
寺
十
三
ヶ

寺
、
悉
ク
智
源
寺
ニ
附
セ
ラ
ン
。

或
ハ
他
宗
ニ
改
ム
。

此
時
末
寺
三
十
八
ヶ
寺
亦
末
寺
十

三
ヶ
寺
あ
り
、

末
院
三
十
八
ヶ
寺
亦
末
十
三
ヶ
寺

ア
リ
シ
モ
、
領
主
、
智
源
寺
ヲ
建

立
シ
、
当
寺
末
ヲ
ウ
ハ
ヒ
、
智
源

寺
末
ト
ス
。
此
時
、
領
分
チ
ガ
ヒ

ニ
ア
リ
シ
、
寺
院
六
ヶ
寺
臨
済
ニ

転
宗
ス
。

ｉ

依
テ
本
尊
聖
観
世
音
菩
薩
ノ
霊
像

ヲ
守
護
シ
暗
夜
ニ
逃
レ
テ
木
津
ノ

分
郷
岡
田
ノ
奥
、
瀧
ト
地
ニ
潜
居

ス
。

龍
献
寺
ハ
、
木
津
ノ
分
郷
、
岡
田

村
ノ
山
奥
瀧
上
ノ
地
ニ
、
本
尊
観

世
音
ヲ
移
転
シ
、
潜
居
セ
シ
ニ
、

ｊ
三
十
三
十

（
マ
マ
）年
、
寛
文
五
乙
巳
年

ニ
国
守
モ
没
落
改
易
ス
。

及
黙
循
天
而
己
雖
然
、
寛
文
五
乙

巳
年
天
亦
癈
国
寺
矣
。

寛
文
五
乙
巳
ノ
歳
、
領
主
モ
浸
落

改
易
ス
。
人
ア
リ
云
フ
、
龍
献
寺

奪
却
廃
寺
後
、
三
十
三
年
前
水
死

セ
シ
メ
シ
、
他
ノ
領
主
ノ
嫡
子
高

国
ト
生
レ
ア
ダ
ヲ
ナ
シ
タ
ル
也
ト
。
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舞
楽
地
と
す
る
た
め
奪
い
取
り
、
山
林
、
殿
堂
、
仏
具
を
棄
て
、
寺

院
と
し
て
の
機
能
が
保
て
な
く
な
っ
た
、
と
「
略
記
」
よ
り
も
廃
寺

に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
い
。「
龍
献
寺
調
」
と
「
龍
献
寺
の

縁
起
書
」
に
は
、「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
と
同
様
の
表
現
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
廃
寺
の
時
期
に
つ
い
て
は
掴
め
な
い
。

　

ｈ
に
は
、
ｆ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
三
本
に
共
通
し
て
、
龍
献
寺
に

は
元
々
、
末
寺
が
三
十
八
ヶ
寺
と
更
に
十
三
ヶ
寺
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
末
寺
に
つ
い
て
は
、
後
節
で
論
じ
た
い
。

　
「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
と
「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
の
ｉ
に
は
、
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
龍
献
寺
が
木
津
の
分
郷
岡

田
村
の
山
奥
に
あ
る
瀧
（
上
）
と
い
う
地
に
本
尊
の
観
世
音
菩
薩
像

を
移
転
し
て
潜
居
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、
龍
献
寺
の
南
南

東
七
百
メ
ー
ト
ル
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「（
竜
王
）
不
動
滝
」
と
称

さ
れ
る
滝
の
付
近
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
龍
献
寺
調
」
で
は
、
本
尊

が
移
転
し
た
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
ｆ
に
「
潜
居
云
々
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
は
省
略
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」

の
ｊ
に
お
い
て
、
寛
文
五
年
に
国
守
の
改
易
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。「
上
棟
の
覚
書
」
に
あ
る
「
天
亦
癈
国
寺
矣
」
の
「
国

寺
」
は
、「
国
守
」
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
改
易
に
つ
い
て
は
、
後

節
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ｆ
か
ら
ｊ
を
対
校
す
る
こ
と
で
、
こ
の
部
分
も
概
ね
延
慶
二
年

（
一
三
〇
九
）
に
漢
嶺
が
龍
献
寺
を
創
建
し
た
と
伝
え
る
「
略
記
」

と
「
上
棟
の
覚
書
」
の
二
本
と
、
義
雲
が
龍
献
寺
を
開
創
し
た
と
伝

え
る
三
本
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
但
し
、「
龍
献
寺
の
縁
起

書
」
は
、
ｊ
の
箇
所
を
通
し
て
「
略
記
」
を
踏
ま
え
て
記
述
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
留
意
し
た
）
6
（

い
。

龍
献
寺
と
京
極
氏
に
つ
い
て

　

龍
献
寺
の
南
東
約
二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
智
源
寺

が
あ
る
。『
丹
哥
府
志
』
巻
之
）
7
（

二
に
よ
る
と
こ
の
寺
は
元
来
、
朱
光
庵

と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
丹
後
国
宮
津
藩

主
京
極
高
広
（
一
五
九
九

－

一
六
七
七
）
が
、
母）

8
（

の
追
善
供
養
の
た

め
に
伽
藍
を
建
立
し
た
。
以
降
、
母
の
戒
名
「
惣
持
院
殿
松
渓
智
源

大
禅
定
尼
」
に
由
来
し
た
山
号
（
松
渓
山
）
と
寺
名
に
改
め
て
い
）
9
（
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
節
で
は
、
離
湖
に
創
建
さ
れ
た
龍
献
寺
が
、
丹
後

国
主
の
京
極
氏
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
伝
承
の
記
録
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
。
こ
の
京
極
氏
の
系
譜
は
、
鎌
倉
時
代
の
武
将
氏
信
（
一
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二
二
〇

－
一
二
九
五
）
を
起
源
と
し
、
満
信
―
宗
氏
―
高
氏
―
高
秀

―
高
詮
―
高
光
と
次
第
す
る
。『
尊
卑
分
脈
』
は
高
光
（
一
三
七
五

－
一
四
一
三
）
ま
で
に
と
ど
ま
る
）
10
（
が
、
高
光
の
没
後
百
五
十
年
以
上

後
に
長
門
守
高
吉
（
一
五
〇
四

－

一
五
八
一
）
の
子
高
知
（
一
五
七

二

－

一
六
二
二
。
丹
後
宮
津
藩
初
代
藩
主
）、
高
知
の
子
高
広
（
同

二
代
藩
主
）、
そ
し
て
高
広
の
子
高
国
（
一
六
一
六

－

一
六
七
六
。

同
三
代
藩
主
）
の
三
名
が
丹
後
国
主
と
な
っ
）
11
（
た
。
高
吉
以
降
の
系
譜

は
、「
近
世
京
極
氏
の
略
系
譜
」
に
図
示
し
）
12
（

た
。
こ
の
節
で
は
、
龍

献
寺
を
廃
し
た
と
さ
れ
る
京
極
氏
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
、
龍
献
寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
時
期
に
着
目
す
る
と
、「
略

記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」
は
寛
永
十
年
、「
法
堂
額
の
縁
起
書
」（
と

「
龍
献
寺
）
13
（

調
」）
は
寛
永
八
年
で
あ
る
。「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
も
寛

永
八
年
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ｊ
（
寛
文
五
年
）
に
、「
廃
寺

後
、
三
十
三
年
前
に
水
死
セ
シ
メ
シ
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
寛
文

五
年
の
三
十
三
年
前
は
、
寛
永
十
年
で
あ
）
14
（

る
。
寛
永
八
年
、
寛
永
十

年
の
何
れ
に
し
て
も
、
龍
献
寺
を
廃
寺
に
さ
せ
た
人
物
は
前
述
し
た

三
名
の
う
ち
高
知
は
既
に
没
し
て
い
る
の
で
高
広
か
高
国
に
限
ら
れ

る
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）、
高
広
は
目
を
患
っ
た
た
め
、
所
領

を
高
国
に
譲
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
）
15
（
ら
、
龍
献
寺
を
廃
寺

忠
高

出
雲
隠
岐
州
国
主

若
狭
守　

参
議

母
淺
井
長
政
女

高
和

刑
部
少
輔

侍
従

丹
後
守

母
淺
井
祐
政
女

主
膳
正

母
松
平
忠
明
女

主
膳
正

京
極
高
知
養
子

（　
　

）
は
法
名

母
京
極
高
知
女

母
京
極
高
吉
女

修
理
大
夫

飛
騨
守

丹
後
守 

侍
従

丹
州
宮
津
藩
主

母
毛
利
河
内
守
女

丹
後
田
辺

侍
従　

除
対

山
城
丹
後
守

母
池
田
輝
政
女

高
政
の
子

高
知

高
広

高
三

高
直

高
明

女
子

女
子

高
通

宣
綱

高
供

高
治

高
国

高
政

《
京
極
》（

道
安
）

（
道
閑
）

長
門
守高

吉

高
次

若
狭
守　

近
江
守

侍
従　

参
議

若
州
小
浜
城
主

母
淺
井
祐
政
女

《
朽
木
》

《
京
極
》

（
道
可
）

（
道
朝
）

図　近世京極氏の略系譜（抜粋）
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に
さ
せ
た
当
時
の
国
主（
司
）は
高
広
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
高
広
の
改
易
は
寛
文
五
年
で
は
な
く
、
恐
ら
く
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
で
あ
ろ
）
16
（
う
。
ま
た
、「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
と
「
龍
献

寺
の
縁
起
書
」
の
ｈ
は
、
領
主
（
高
広
）
が
龍
献
寺
の
末
寺
（
三
十

八
ヶ
寺
と
十
三
ヶ
寺
の
計
五
十
一
ヶ
寺
）
を
智
源
寺
の
末
寺
に
換
え

た
、
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
「
法
堂
額
の
縁
起
書
」

は
、
他
宗
に
改
め
た
寺
院
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
、「
龍
献

寺
の
縁
起
書
」
に
は
六
ヶ
寺
が
臨
済
宗
に
転
じ
た
と
具
体
的
で

あ
）
17
（

る
。
高
広
の
改
易
の
時
期
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
や
、
次
節
で
展
開

さ
せ
る
が
京
極
氏
が
行
っ
た
政
策
や
、
龍
献
寺
と
そ
の
末
寺
と
の
関

係
に
は
疑
問
が
残
る
。

　

ま
た
、『
丹
哥
府
志
』
巻
之
五
に
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一

－

一

六
七
三
）
の
頃
、
高
国
が
離
湖
の
境
内
で
獲
っ
て
は
な
ら
な
い
魚
を

食
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
住
職
が
寛
宥
せ
よ
と
迫
っ
た
。
す
る
と
、

高
国
は
怒
り
を
発
し
、
領
主
を
拒
む
不
恭
の
者
と
し
て
住
職
を
捕
え

よ
う
と
し
て
伽
藍
を
焚
焼
し
た
、
と
あ
）
18
（
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
龍

献
寺
を
廃
寺
に
さ
せ
た
人
物
は
高
広
で
は
な
く
高
国
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
極
氏
に
関
し
て
龍
献
寺
の
記
録
と
他
の
資
料
を

較
べ
て
み
る
と
、
内
容
が
一
貫
し
て
い
な
い
。
故
に
、
離
湖
に
あ
っ

た
龍
献
寺
を
衰
退
さ
せ
た
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
廃
寺

と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

龍
献
寺
の
末
寺
と
さ
れ
る
寺
院

　
「
上
棟
の
覚
書
」
を
除
く
龍
献
寺
に
伝
わ
る
資
料
に
は
、
同
寺
の

末
寺
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
の
位
置
を
対
校
し
た
表
の
上
段
に

付
け
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
と
、「
略
記
」
は
ｅ
（
前
稿
）
と

ｏ
（
次
節
）、「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
は
ｈ
（
次
節
）、「
龍
献
寺
調
」

は
ｈ
と
ｓ
（
次
節
）、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
は
ｈ
と
ｏ
で
あ
る
。
ｅ

と
ｏ
は
末
寺
の
数
が
五
ヶ
寺
、
ｈ
は
三
十
八
ヶ
寺
と
ま
た
別
に
十

三
ヶ
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
ｓ
に
は
、
支
院
が
四
ヶ
寺
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
支
院
と
い
う
表
現
は
、
こ
こ
で
は
末

寺
と
同
義
と
み
て
も
構
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、「
略
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
取
集
古
日
記
』
に
は
、

「
承
応
元
壬
辰
年
永
平
寺
御
開
山
四
百
年
」
と
い
う
句
で
は
じ
ま
る

資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
に
龍
献
寺

の
末
寺
と
さ
れ
る
寺
院
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
は
筆
者
に

よ
る
）。
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承
応
元
壬
辰
年
永
平
寺
御
開
山
四
百
年
御
茶
湯
代
指
上
候
龍
献
寺
三
拾
八
箇
寺

木
津
村　
　

成
就
寺　
　

下
岡
村　
　

松
泉
寺　
　

高
橋
村　
　

周
泉
寺

網
野
村　
　

心
月
寺　
　

浅
茂
川
村　

正
徳
院　
　

溝
川
村　
　

正
薬
寺

嶋　

村　
　

蓮
華
寺　
　

三
津
村　
　

広
通
寺　
　

掛
津
村　
　

海
蔵
寺

間
人
村　
　

龍
雲
寺　
　

平
井
村　
　

雲
松
寺　
　

徳
光
村　
　

徳
雲
寺

鳥
取
村　
　

長
命
寺　
　

木
橋
村　
　

大
慶
寺　
　

和
田
野
村　

西
方
寺

丹
波
郷
村　

相
光
寺　
　

莎　

村　
　

常
泉
寺　
　

峰　

山　
　

全
昌
寺

安　

村　
　

慶
善
寺　
　

善
王
寺
村　

長
福
寺　
　

五
ヶ
村　
　

慶
徳
寺

郷　

村　
　

明
光
寺　
　

木
津
上
ノ　

薬
王
寺　
　

河
辺
村　
　

万
休
院

吉
沢
村　
　

雲
龍
寺　
　

堤　

村　
　

徳
正
院　
　

外　

邑　
　

万
願
寺

舟
木
村　
　

禅
昌
寺　
　

黒
部
村　
　

福
昌
寺　
　

矢
畑
村　
　

円
福
寺

成
願
寺
村　

成
願
寺　
　

野
間
村　
　

延
命
寺　
　

岩
木
村　
　

宝
蔵
寺

久
住
村　
　

本
光
寺　
　

三
重
村　
　

万
歳
寺　
　

平　

村　
　

常
徳
寺

中
浜
村　
　

福
聚
院　
　

竹
野
村　
　

養
国
寺

　

右
ハ
三
十
八
ヶ
寺

此
外
ニ

　

 

蔵
福
寺　

修
徳
寺　

龍
広
寺　

地
蔵
院　

万
福
寺　

久
国
寺　

自
慶

庵　

高
禅
寺　

清
源
寺　

万
泉
寺　

常
喜
庵　

瑠
璃
寺　

長
福
寺

　
　

右
十
三
ヶ
寺
龍
献
寺
亦
末
寺
ナ
リ

　

こ
の
資
料
の
寺
院
数
は
、
ｈ
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
三
十

八
ヶ
寺
に
は
、
寺
院
が
あ
っ
た
村
名
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後

に
続
く
十
三
ヶ
寺
に
つ
い
て
は
寺
名
の
み
で
所
在
地
が
不
明
で

あ
）
19
（
る
。

　

は
じ
め
に
、
三
十
八
ヶ
寺
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
こ
の
三
十

八
ヶ
寺
は
現
在
、
龍
献
寺
末
寺
（
一
ヶ
寺
は
廃
寺
）、
智
源
寺
末

寺
、
臨
済
宗
全
性
寺
と
そ
の
末
寺
、
真
言
宗
寺
院
の
何
れ
か
に
帰
属

す
る
。

　

ま
ず
、
龍
献
寺
末
寺
は
成
就
寺
、
松
泉
寺
、
周
泉
寺
、
心
月
寺
、

正
徳
院
の
五
ヶ
寺
で
、
こ
れ
は
ｅ
と
ｏ
に
記
さ
れ
て
い
る
寺
院
数
と

同
じ
で
あ
る
（
傍
線
部
）。

　

成
就
寺
を
除
く
四
ヶ
寺
は
、
現
存
す
る
龍
献
寺
の
末
寺
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
松
泉
寺
と
正
徳
院
は
石
牛
天
梁
（
一
六
三
八

－

一
七
一

四
、
龍
献
寺
二
世
・
永
平
寺
三
十
七
世
）、
周
泉
寺
は
蜜
俊
万
保

（
＊

－

一
七
四
九
、
龍
献
寺
九
世
）、
心
月
寺
は
聖
州
廓
門
（
＊

－

一

七
一
六
、
龍
献
寺
五
世
）
と
龍
献
寺
の
世
代
が
各
寺
を
開
創
さ
せ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
四
ヶ
寺
は
、「
龍
献
寺

調
」
の
ｓ
の
支
院
の
数
と
一
致
す
る
。

　

成
就
寺
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
対
校
す
る
「
上
棟
の
覚
書
」
ｌ
と

ｒ
の
部
分
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
廃
寺
で
あ
る
が
、
こ
の
部
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分
を
通
し
て
成
就
寺
も
龍
献
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
）
20
（
る
。

「
丹
後
竹
野
郡
木
津
村
寺
社
御
改
帳
」（
龍
献
寺
文
書
、
一
六
九
二
年

成
立
）
に
よ
る
と
、
成
就
寺
は
松
本
入
道
道
梵
地（

智
）を
開
基
と
し
て
、

文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
に
春
岳
本
性
（
生
卒
年
不
詳
）
を
開
山
に

迎
え
て
造
営
さ
れ
た
こ
と
や
、
こ
の
「
御
改
帳
」
が
成
立
し
た
頃
は

安
養
山
成
就
寺
と
号
し
、
春
益
（
生
卒
年
不
詳
）
と
い
う
人
物
が
住

職
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
）
21
（
る
。

　

次
に
、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
の
ｈ
に
は
、
こ
の
三
十
八
ヶ
寺
の

中
に
臨
済
宗
へ
と
転
宗
し
た
寺
が
六
ヶ
寺
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
六
ヶ
寺
を
調
べ
る
と
、
そ
れ
は
、
相
光
寺
、
常
泉
寺
、
全
昌
寺（

院
）

（
全
性
寺
）、
慶
善
寺
（
渓
禅
寺
）、
慶
徳
寺
（
慶
徳
院
）、
万
休
院
で

あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
現
在
、
用
い
ら
れ
て
い
る
寺
名
）。
こ
の
六
ヶ

寺
以
外
に
も
、
善
王
寺
村
の
長
福
寺
は
現
在
、
臨
済
宗
に
転
じ
て
三

要
寺
と
号
し
て
い
る
（
波
線
）
22
（

部
）。『
丹
後
国
中
郡
誌
稿
』
の
全
性
寺

の
項
に
は
、

　
　

当
郡
内
ニ
末
寺
十
一
ヶ
寺
ア
リ
、
曰
相
光
寺
曰
長
安
寺
曰
林
光

寺
曰
少
林
寺
曰
万
休
院
曰
安
穏
寺
曰
三
要
寺
曰
慶
徳
院
曰
禅
定

寺
曰
渓
禅
寺
曰
常
泉
寺
、
中
本
山
ト
称
す
又
末
庵
二
ヶ
所
ア
リ

一
ヲ
霞
谷
庵
ト
号
）
23
（
ス

と
全
性
寺
の
末
寺
が
列
記
さ
れ
、
三
十
八
ヶ
寺
中
、
三
要
寺
を
含
め

る
と
六
ヶ
寺
の
寺
名
が
認
め
ら
れ
る
（
波
線
部
）。

　

そ
の
他
、
真
言
宗
で
あ
る
明
光
寺
と
薬
王
寺
（
中
性
院
）
が
、
三

十
八
ヶ
寺
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
（
破
線
部
。
カ
ッ
コ
内
は
現
在
、

用
い
ら
れ
て
い
る
寺

（
（2
（

名
）。

　

三
十
八
ヶ
寺
中
、
龍
献
寺
の
末
寺
で
あ
る
五
ヶ
寺
と
臨
済
宗
の

六
ヶ
寺
、
そ
れ
と
真
言
宗
の
二
ヶ
寺
の
計
十
三
ヶ
寺
を
除
い
た
二
十

五
ヶ
寺
は
、
智
源
寺
世
代
或
い
は
そ
の
関
係
者
が
開
創
し
た
智
源
寺

の
末
寺
で
あ
る
。

　

次
に
、
三
十
八
ヶ
寺
の
後
に
列
記
さ
れ
て
い
る
十
三
ヶ
寺
に
つ
い

て
取
り
上
げ
る
。『
網
野
町
誌
』
に
は
修
徳
寺
以
降
の
十
二
ヶ
寺
が

記
さ
れ
て
い
て
、
一
ヶ
寺
欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
町
誌
に
は
そ
の

一
ヶ
寺
が
龍
献
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
代
表
寺
で
あ
る
か
ら
含
め
な

か
っ
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
）
25
（

が
、
そ
の
一
ヶ
寺
は
蔵
福
寺

で
あ
る
。
龍
広
寺
と
自
慶
庵
は
廃
寺（

庵
）で
あ
り
、
嘗
て
建
立
し
て
い
た

場
所
や
廃
寺
と
な
っ
た
時
期
な
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

れ
以
外
に
も
、
蔵
福
寺
、
高
禅
寺
、
常
喜
庵
、
瑠
璃
寺
は
廃
寺
で
あ

り
、
現
存
す
る
寺
院
と
較
べ
て
資
料
が
乏
し
い
。
常
喜
庵
と
瑠
璃
寺

は
、
今
井
左
京
（
生
卒
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
、
龍
献
寺
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の
末
寺
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
）
26
（
る
。

　

十
三
ヶ
寺
中
、
廃
寺
で
あ
る
龍
広
寺
と
自
慶
庵
、
龍
献
寺
の
末
寺

と
考
え
ら
れ
る
常
喜
庵
と
瑠
璃
寺
を
除
い
た
九
ヶ
寺
は
、
智
源
寺
世

代
或
い
は
そ
の
関
係
者
が
開
創
し
た
智
源
寺
の
末
寺
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
八
月
の
永
平
寺
開
山
四
百

回
忌
の
折
、
龍
献
寺
が
計
五
十
一
ヶ
寺
を
勧
化
し
て
茶
湯
料
を
献
納

し
た
こ
と
は
、
果
た
し
て
史
実
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
明
光
寺
と
薬
王
寺
に
は
、
曹
洞
宗
か

ら
転
宗
し
た
と
い
う
記
録
が
な
い
。
ま
た
、
臨
済
宗
寺
院
に
は
、
京

極
高
明
（
一
六
六
〇

－

一
七
二
六
）
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
か
ら
転
じ
た

と
い
う
記
録
は
あ
る
が
、
換
宗
以
前
の
龍
献
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
詳
ら
か
で
は
な

（
（2
（

い
。
更
に
、
智
源
寺
の
末
寺
で
あ
っ
て
も
、
承
応

元
年
以
降
に
開
創
し
た
寺
院
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
、
承
応
元
年

以
前
に
龍
献
寺
と
の
関
係
が
掴
め
な
い
寺
院
が
存
在
し
て
い
）
28
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
龍
献
寺
が
茶
湯
料
を
献
納
し
た
と
い
う

資
料
が
承
応
元
年
に
成
立
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
龍
献

寺
が
こ
の
時
に
茶
湯
料
を
献
納
し
た
と
し
て
も
、
五
十
一
ヶ
寺
の
末

寺
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
は
疑
問
が
残
る
。

現
在
地
に
お
け
る
再
建

　
「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
と
「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
は
、
龍
献
寺
が

現
在
地
に
移
転
す
る
前
に
一
旦
、
本
尊
観
世
音
菩
薩
像
を
木
津
岡
田

の
地
に
移
転
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
寺
が
現
在
地
に
移

転
し
た
後
に
つ
い
て
は
、
五
本
の
資
料
を
通
し
て
度
々
再
建
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
次
頁
の
表
は
、
五
本
の
資
料
の
中
か
ら

龍
献
寺
が
現
在
地
に
移
転
し
た
以
降
の
記
録
に
つ
い
て
、
内
容
毎
に

ｋ
か
ら
ｔ
の
項
目
に
区
切
り
、
対
校
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
項

目
に
対
し
て
概
要
を
示
す
な
ら
ば
、

　

ｋ
．
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
秋
、
現
在
地
に
建
立

　

ｌ
．
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
伝
法
開
山
尊
海

　
ｍ
．
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
夏

　
ｎ
．
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
回
禄

　
ｏ
．
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
再
建

　
ｐ
．
大
授
、
本
山
よ
り
中
興
開
基
の
称
を
授
か
る

　
ｑ
．
歳
月
と
と
も
に
衰
微
し
て
い
る
さ
ま

　
ｒ
．
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
諸
堂
大
破
、
成
就
寺
落
成

　
ｓ
．
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
豊
安
に
よ
る
再
建
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ｔ
．
創
建
以
降
の
龍
献
寺
世
代

と
な
る
。
ｋ
、
ｌ
、
ｏ
、
ｓ
に
は
現
在
地
に
遷
移
後
の
再
建
に
関
す

る
事
象
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
略
記
」
と
「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
の

ｏ
と
「
龍
献
寺
調
」
の
ｓ
に
は
、
龍
献
寺
の
末
寺
に
関
す
る
記
録
が

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
上
棟
の
覚
書
」
の
ｌ
と
ｒ
に
は
、
龍
献

寺
の
塔
頭
成
就
寺
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
末
寺
と
成
就
寺
に
つ
い

て
は
前
節
で
取
り
上
げ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　

ｋ
と
ｌ
に
は
、
密
雲
大
授
（
生
卒
年
不
）
29
（

詳
）
が
但
州
（
現
在
の
兵

庫
県
北
部
）
か
ら
来
て
、
現
在
の
地
に
龍
献
寺
を
興
し
た
と
伝
え
て

い
る
。
延
宝
二
年
に
大
授
が
こ
の
地
に
来
た
こ
と
は
、「
略
記
」
の

み
に
記
さ
れ
て
い
る
（「
略
記
」
以
外
の
四
本
は
、
そ
の
九
年
後
の

天
和
三
年
と
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
記
録
に
は
、
月
洲
尊
海
（
一
六
〇

八
－

一
六
八
三
、
永
平
寺
三
十
一
世
）
が
龍
献
寺
の
伝
法
開
山
（「
法

堂
額
の
縁
起
書
」
は
開
祖
）
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

　
ｍ
に
は
、「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」

の
三
本
に
貞
享
元
年
の
夏
、
龍
献
寺
で
結
制
が
勤
修
さ
れ
た
と
い
う

記
述
が
あ
る
。
こ
の
時
、
尊
海
は
前
年
に
示
寂
し
て
い
る
た
め
、
結

制
を
行
っ
た
の
は
尊
海
と
は
別
の
人
物
で
あ
る
。

　
ｎ
に
は
、
五
本
の
資
料
に
貞
享
四
年
、
龍
献
寺
が
回
禄
に
遭
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
つ
い
て
「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚

書
」、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
は
春
、「
龍
献
寺
調
」
は
三
月
と
あ
る
。

「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
は
、
火
災
に
罹
っ
た
季
節
は
不
明
で
あ
る
が

①
略
記

②
上
棟
の
覚
書

③
法
堂
額
の
縁
起
書

④
龍
献
寺
調

⑤
龍
献
寺
の
縁
起
書

ｋ
十
年
目
、
延
宝
二
甲
寅
ノ
秋
、
大

授
和
尚
但
州
ヨ
リ
来
リ
、
今
之
地

ニ
中
興
建
立
シ
、

ｌ
十
年
目
、
天
和
三
癸
亥
年
ニ
永
平

寺
三
十
世
尊
海
禅
師
ヲ
伝
法
開
山

ト
請
シ
、
相
鎮
連
而
、

其
後
、
至
天
于
天
和
三
癸
亥
凡
五

十
秋
、
是
時
自
但
州
大
授
和
尚
来

臨
機
制
変
復
癈
易
地
而
湖
秀
山
龍

献
寺
号
。
当
邑
重
興
、
是
末
寺
成

就
寺
存
在
頼
因
由
者
也
。
次
登
謁

天
和
三
癸
亥
年
、
但
馬
ヨ
リ
大
授

和
尚
来
リ
。
旧
時
ヲ
思
ヒ
、
現
状

ヲ
慨
ス
ル
ノ
余
リ
、
寺
ヲ
今
ノ
地

ニ
移
シ
、
堂
宇
ヲ
再
興
シ
、
大
ニ

宗
風
ヲ
振
ヒ
、
面
目
ヲ
一
新
ス
。

天
和
三
癸
亥
年
三
月
大
授
和
尚
有

信
の
善
男
女
と
議
し
て
今
の
境
に

移
し
堂
宇
再
興
し
永
平
三
十
世
尊

海
禅
師
を
伝
法
開
山
に
請
じ
以
後

に
宗
を
振
ひ

或
ハ
然
ラ
ン
、
天
和
三
癸
亥
ノ

歳
、
大
授
和
尚
、
但
州
ヨ
リ
来

リ
。
今
マ
ノ
地
ニ
中
興
建
立
ト
古

記
ニ
ア
ル
モ
、
実
ハ
十
八
年
ヨ
リ

当
寺
ノ
再
建
ニ
尽
力
ア
リ
シ
ナ

于
越
州
本
山
請
尊
海
禅
師
為
開
祖
。
然
ル
ニ
図
ラ
ズ
モ
、

リ
。
永
平
寺
三
十
一
世
尊
海
禅
師

ヲ
伝
法
開
山
ニ
請
シ
、
相
続
連
而
、

ｍ
貞
享
元
甲
子
之
夏
結
制
ア
リ
。

旦
以
、
貞
享
甲
子
夏
結
制
安
居
転

大
法
輪
。

貞
享
元
甲
子
夏
結
制
、

ｎ
同
暦
四
年
□
卯
之
春
出
火
焼
失
ス
。
同
□
卯
春
失
火
尽
没
却
、

貞
享
四
年
、
火
災
ニ
罹
リ
、
全
ク

灰
塵
ニ
帰
ス
。
後
七
年
ヲ
経
テ
、
貞
享
四
卯
年
三
月
火
災
に
罹
り
七

年
を
経
て

同
四
年
丁
卯
ノ
春
、
山
之
火
焼
失
。

о
六
年
目
、
元
禄
五
申
ニ
再
建
□
繁

栄
シ
、
末
寺
五
ヶ
寺
今
ニ
ア
リ
。

小
本
寺
ト
称
ス
。

元
禄
壬
申
再
造
立
上
梁
。

元
禄
五
壬
申
年
八
月
、
第
三
回
建

造
ヲ
ナ
ス
。

元
禄
五
壬
申
年
八
月
三
回
造
立
す
、
元
禄
五
申
歳
再
建
、
末
寺
五
ヶ
寺

ア
リ
。

ｐ

有
時
、
訴
官
雖
有
因
事
難
、
寂
後

蒙
本
山
厳
命
為
中
興
開
基
者
也
。

q

自
爾
年
月
漸
移
柱
根
大
傾
頽
。

爾
来
星
移
、
物
変
リ
、
漸
ク
柱
根

朽
廢
ス
ル
ニ
、

後
年
月
を
経
て
柱
根
𣏓
ち

r

宝
暦
四
戊
年
、
不
肖
進
院
諸
堂
大

破
、
眼
中
敢
不
忍
不
□
密
、
発
造

営
修
補
志
護
念
日
夜
片
時
無
忘
浄

頭
庫
院
蔵
屋
土
蔵
、
並
鎮
寺
社
成

就
寺
重
興
漸
落
成
。

s
安
永
三
甲
午
夏
、
十
一
代
万
江
和

尚
、
今
之
大
殿
建
立
、
並
庫
裡
禅

堂
浄
頭
共
ニ
同
世
代
ニ
建
改
ア
リ
。

安
永
三
甲
午
夏
、
大
殿
再
造
営
。

是
実
依
十
方
三
世
諸
仏
菩
薩
。
此

界
他
方
諸
天
神
明
擁
護
力
者
也
。

及
ビ
安
永
三
甲
午
、
十
一
代
万
江

和
尚
、
第
四
回
造
営
ヲ
ナ
シ
、
殿

堂
完
備
シ
、
以
テ
今
日
ニ
至
ル
。

安
永
三
申
午
年
八
月
十
一
代
万
江

和
尚
第
四
回
目
新
営
殿
堂
完
備
し

支
院
四
ヶ
寺
あ
り
、

安
永
三
甲
午
夏
、
十
一
世
万
江
和

尚
、
今
ノ
大
殿
建
立
並
ニ
庫
裡
禅

堂
浄
頭
共
ニ
同
世
代
也
。

ｔ

創
立
以
来
、
世
代
累
ス
ル
コ
ト
実

ニ
丗
九
、
六
百
五
十
年
ノ
星
霜
タ

リ
。

世
代
を
累
す
る
事
三
十
九
代
な
り
、

奥書
〈
註
30
〉

〈
註
31
〉

〈
註
32
〉
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①
略
記

②
上
棟
の
覚
書

③
法
堂
額
の
縁
起
書

④
龍
献
寺
調

⑤
龍
献
寺
の
縁
起
書

ｋ
十
年
目
、
延
宝
二
甲
寅
ノ
秋
、
大

授
和
尚
但
州
ヨ
リ
来
リ
、
今
之
地

ニ
中
興
建
立
シ
、

ｌ
十
年
目
、
天
和
三
癸
亥
年
ニ
永
平

寺
三
十
世
尊
海
禅
師
ヲ
伝
法
開
山

ト
請
シ
、
相
鎮
連
而
、

其
後
、
至
天
于
天
和
三
癸
亥
凡
五

十
秋
、
是
時
自
但
州
大
授
和
尚
来

臨
機
制
変
復
癈
易
地
而
湖
秀
山
龍

献
寺
号
。
当
邑
重
興
、
是
末
寺
成

就
寺
存
在
頼
因
由
者
也
。
次
登
謁

天
和
三
癸
亥
年
、
但
馬
ヨ
リ
大
授

和
尚
来
リ
。
旧
時
ヲ
思
ヒ
、
現
状

ヲ
慨
ス
ル
ノ
余
リ
、
寺
ヲ
今
ノ
地

ニ
移
シ
、
堂
宇
ヲ
再
興
シ
、
大
ニ

宗
風
ヲ
振
ヒ
、
面
目
ヲ
一
新
ス
。

天
和
三
癸
亥
年
三
月
大
授
和
尚
有

信
の
善
男
女
と
議
し
て
今
の
境
に

移
し
堂
宇
再
興
し
永
平
三
十
世
尊

海
禅
師
を
伝
法
開
山
に
請
じ
以
後

に
宗
を
振
ひ

或
ハ
然
ラ
ン
、
天
和
三
癸
亥
ノ

歳
、
大
授
和
尚
、
但
州
ヨ
リ
来

リ
。
今
マ
ノ
地
ニ
中
興
建
立
ト
古

記
ニ
ア
ル
モ
、
実
ハ
十
八
年
ヨ
リ

当
寺
ノ
再
建
ニ
尽
力
ア
リ
シ
ナ

于
越
州
本
山
請
尊
海
禅
師
為
開
祖
。
然
ル
ニ
図
ラ
ズ
モ
、

リ
。
永
平
寺
三
十
一
世
尊
海
禅
師

ヲ
伝
法
開
山
ニ
請
シ
、
相
続
連
而
、

ｍ
貞
享
元
甲
子
之
夏
結
制
ア
リ
。

旦
以
、
貞
享
甲
子
夏
結
制
安
居
転

大
法
輪
。

貞
享
元
甲
子
夏
結
制
、

ｎ
同
暦
四
年
□
卯
之
春
出
火
焼
失
ス
。
同
□
卯
春
失
火
尽
没
却
、

貞
享
四
年
、
火
災
ニ
罹
リ
、
全
ク

灰
塵
ニ
帰
ス
。
後
七
年
ヲ
経
テ
、
貞
享
四
卯
年
三
月
火
災
に
罹
り
七

年
を
経
て

同
四
年
丁
卯
ノ
春
、
山
之
火
焼
失
。

о
六
年
目
、
元
禄
五
申
ニ
再
建
□
繁

栄
シ
、
末
寺
五
ヶ
寺
今
ニ
ア
リ
。

小
本
寺
ト
称
ス
。

元
禄
壬
申
再
造
立
上
梁
。

元
禄
五
壬
申
年
八
月
、
第
三
回
建

造
ヲ
ナ
ス
。

元
禄
五
壬
申
年
八
月
三
回
造
立
す
、
元
禄
五
申
歳
再
建
、
末
寺
五
ヶ
寺

ア
リ
。

ｐ

有
時
、
訴
官
雖
有
因
事
難
、
寂
後

蒙
本
山
厳
命
為
中
興
開
基
者
也
。

q

自
爾
年
月
漸
移
柱
根
大
傾
頽
。

爾
来
星
移
、
物
変
リ
、
漸
ク
柱
根

朽
廢
ス
ル
ニ
、

後
年
月
を
経
て
柱
根
𣏓
ち

r

宝
暦
四
戊
年
、
不
肖
進
院
諸
堂
大

破
、
眼
中
敢
不
忍
不
□
密
、
発
造

営
修
補
志
護
念
日
夜
片
時
無
忘
浄

頭
庫
院
蔵
屋
土
蔵
、
並
鎮
寺
社
成

就
寺
重
興
漸
落
成
。

s
安
永
三
甲
午
夏
、
十
一
代
万
江
和

尚
、
今
之
大
殿
建
立
、
並
庫
裡
禅

堂
浄
頭
共
ニ
同
世
代
ニ
建
改
ア
リ
。

安
永
三
甲
午
夏
、
大
殿
再
造
営
。

是
実
依
十
方
三
世
諸
仏
菩
薩
。
此

界
他
方
諸
天
神
明
擁
護
力
者
也
。

及
ビ
安
永
三
甲
午
、
十
一
代
万
江

和
尚
、
第
四
回
造
営
ヲ
ナ
シ
、
殿

堂
完
備
シ
、
以
テ
今
日
ニ
至
ル
。

安
永
三
申
午
年
八
月
十
一
代
万
江

和
尚
第
四
回
目
新
営
殿
堂
完
備
し

支
院
四
ヶ
寺
あ
り
、

安
永
三
甲
午
夏
、
十
一
世
万
江
和

尚
、
今
ノ
大
殿
建
立
並
ニ
庫
裡
禅

堂
浄
頭
共
ニ
同
世
代
也
。

ｔ

創
立
以
来
、
世
代
累
ス
ル
コ
ト
実

ニ
丗
九
、
六
百
五
十
年
ノ
星
霜
タ

リ
。

世
代
を
累
す
る
事
三
十
九
代
な
り
、

奥書
〈
註
30
〉

〈
註
31
〉

〈
註
32
〉
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「
全
ク
灰
塵
ニ
帰
ス
」
と
、
そ
の
様
子
を
表
し
て
い
る
（「
龍
献
寺
の

縁
起
書
」
は
、
山
火
事
に
よ
る
類
焼
で
あ
っ
た
と
い
う
）。

　
ｏ
に
は
、
五
本
の
資
料
に
元
禄
五
年
、
伽
藍
が
再
建
さ
れ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
と
「
龍
献
寺
調
」
は
、

そ
の
時
期
が
こ
の
年
の
八
月
で
、
三
度
目
の
造
立
で
あ
る
と
い
う
。

　
ｐ
は
「
上
棟
の
覚
書
」
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
冒
頭
に
は
、
龍
献
寺
と
そ
の
末
寺
が
元
々
智
源
寺
の
末
寺
で
あ
っ

た
と
い
う
智
源
寺
の
訴
え
に
対
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、『
取
集
古
日
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
松
泉
院
に
関
す
る
一

件
と
内
容
が
対
応
し
て
い
）
33
（

る
。
そ
の
後
に
続
け
て
、
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）、
永
平
寺
三
十
九
世
承
天
則
地
（
一
六
五
五

－

一
七
四

四
、
龍
献
寺
三
世
）
に
よ
り
、
大
授
は
龍
献
寺
の
中
興
開
基
で
あ
る

と
追
認
さ
れ
た
こ
と
を
表
し
た
一
節
が
あ
）
34
（

る
。

　
ｑ
に
は
、「
上
棟
の
覚
書
」
と
「
法
堂
額
の
縁
起
書
」、「
龍
献
寺

調
」
に
お
い
て
、
元
禄
五
年
の
再
建
後
、
年
月
が
経
過
し
た
た
め
に

伽
藍
の
柱
根
が
朽
ち
た
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
上
棟
の

覚
書
」
に
は
、
宝
暦
四
年
に
諸
堂
が
大
破
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る

が
、
次
の
再
建
に
取
り
掛
か
る
安
永
三
年
ま
で
の
期
間
は
八
十
二
年

に
及
ぶ
。

　
ｒ
は
「
上
棟
の
覚
書
」
の
み
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
四
年
は
、

龍
献
寺
三
世
則
地
の
示
寂
後
に
あ
た
る
が
、
当
時
、
龍
献
寺
に
入
院

し
て
い
た
人
物
は
不
明
で
あ
る
。
造
営
修
築
を
発
願
し
、
浄
頭
・
庫

院
・
蔵
屋
・
土
蔵
、
成
就
寺
を
興
し
て
落
成
さ
せ
た
、
と
あ
る
。

　
ｓ
に
は
五
本
の
資
料
に
安
永
三
年
、
龍
献
寺
十
一
世
万
江
豊
安

（
生
卒
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
伽
藍
が
再
建
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
の
み
、
そ
の
時
期
が
不
明
で
あ
る
が
、

「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
は
）
35
（

夏
、「
龍
献

寺
調
」
は
八
月
と
あ
る
。

　

そ
し
て
、
ｔ
に
は
、「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
と
「
龍
献
寺
調
」
の

二
本
に
、
龍
献
寺
が
離
湖
に
創
建
さ
れ
て
か
ら
三
十
九
代
続
い
て
い

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
に
は
、
更
に
そ
の
期

間
が
六
百
五
十
年
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
建
治
二
年

（
一
二
七
六
）
に
義
雲
が
同
寺
を
開
闢
し
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二

五
）
に
龍
献
寺
二
十
一
世
玄
宗
が
こ
の
「
縁
起
書
」
を
筆
録
す
る
に

至
る
ま
で
で
あ
る
。
玄
宗
が
二
十
一
世
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
代
以

外
に
住
職
と
な
っ
た
人
物
が
十
八
師
い
た
こ
と
に
な
る
。
龍
献
寺
に

は
、
離
湖
に
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
た
頃
の
住
職
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
六
師
の
名
が
刻
字
さ
れ
た
位
牌
が
あ
）
36
（
る
。
こ
の
六
師
を
含
め
た
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と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
十
二
師
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

寺
縁
起
の
成
立
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
、
龍
献
寺
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
五
本
の
資
料
を

対
校
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
古
記
と
い
う
資
料
が
用
い
ら
れ
て
編
集

さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。
前
稿
で
は
、「
上
棟
の
覚
書
」
で
古
記
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
）
37
（
た
。

　

さ
て
、
本
稿
で
扱
っ
た
「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
の
ｌ
に
は
「
大
授

和
尚
、
但
州
ヨ
リ
来
リ
。
今
マ
ノ
地
ニ
中
興
建
立
ト
古
記
ニ
ア
ル

モ
、」
と
あ
り
、
こ
の
資
料
も
古
記
を
参
考
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
大
授
が
龍
献
寺
の
再
建
に
尽
力
し
た
と
い
う
こ
の

一
節
は
、「
略
記
」
の
ｋ
の
部
分
と
表
現
が
重
な
る
。
故
に
、
古
記

と
い
う
資
料
の
存
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
稿
を
踏
ま
え
る

と
、
古
記
は
「
略
記
」
か
そ
の
原
本
に
相
当
す
る
資
料
と
考
え
ら

れ
）
38
（

る
。
即
ち
、「
略
記
」
は
「
上
棟
の
覚
書
」、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」

よ
り
も
古
い
記
述
が
含
ま
れ
た
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
節
で
は
現
在
、
龍
献
寺
に
伝
わ
る
縁
起
が
「
略
記
」
に
始
ま

る
と
仮
定
し
て
、
同
寺
の
縁
起
が
ど
の
様
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
考

察
し
て
い
き
た
い
。

・「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」

　
「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」
は
、
漢
嶺
が
龍
献
寺
を
開
創
し
た

と
伝
え
て
い
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
両
資
料
に
共
通
し
て
い
る
部
分

が
多
い
こ
と
は
、
本
稿
を
通
し
て
も
言
及
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
略
記
」
の
末
尾
に
は
、
延
慶
酉
年
、
延
宝
寅
年
、

安
永
五
年
、
天
保
三
年
、
安
政
六
年
と
い
う
識
語
が
あ
）
39
（
る
。「
略

記
」
は
、
一
度
に
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
で
は
な
く
、
筆
者
は
ま
ず
ｏ

ま
で
が
識
語
の
延
宝
寅
年
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉）
に
記
録
さ

れ
た
部
分
で
あ
り
、
そ
の
後
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
ｓ
が
加

筆
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
に
示
す
こ

と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
ｌ
に
お
け
る
尊
海
の
世
代
数
の
表
記
を
み
る
と
、「
略

記
」
と
「
龍
献
寺
調
」
に
は
「
永
平
（
寺
）
三
十
世
尊
海
禅
師
」
と

あ
る
。
一
方
、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
に
は
「
永
平
三
十
一
世
尊
海

禅
師
」
と
世
代
数
が
異
な
る
。「
龍
献
寺
調
」
は
、「
法
堂
額
の
縁
起

書
」
を
用
い
な
が
ら
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
窺
え
る

が
、
尊
海
の
世
代
に
つ
い
て
は
「
略
記
」
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。「
略
記
」
に
尊
海
が
永
平
寺
の
三
十
世
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
世
代
数
を
間
違
え
て
筆
録
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
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は
、
永
平
寺
で
は
三
十
五
世
版
橈
晃
全
（
一
六
二
七

－

一
六
九
三
）

が
卍
山
道
白
（
一
六
三
六

－

一
七
一
五
）
の
協
力
に
よ
り
承
陽
庵
の

新
仏
坦
や
仏
殿
の
位
牌
を
改
め
る
ま
）
40
（
で
、
徹
通
義
介
（
一
二
一
九

－

一
三
〇
九
）
と
義
演
（
＊

－

一
三
一
四
）
の
位
置
付
け
が
三
代
相
論

に
よ
り
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い

（
（4
（

る
。「
略
記
」
は

十
七
世
紀
に
晃
全
が
行
っ
た
「
世
代
改
」
以
前
、
延
宝
二
年
に
著
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
尊
海
の
世
代
数
が
三
十
世
と
表
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
ｋ
の
「
上
棟
の
覚
書
」
に
は
、
大
授
が
（
訴
え
ら
れ
た

後
）
龍
献
寺
の
中
興
開
基
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
略
記
」

に
は
こ
の
記
述
が
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、「
略
記
」
が
前
述
し
た
松

泉
院
の
一
件
（
元
禄
七
年
か
）
以
前
、
延
宝
二
年
に
著
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
上
棟
の
覚
書
」
の
ｒ
の
後
半
に
は
「
発
㍼造
営
修
補
㍽

志
㍼護
念
㍽日
夜
片
時
無
㍾忘
、
浄
頭
庫
院
蔵
屋
土
蔵
（
中
略
）
興
漸

落
成
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。「
略
記
」
に
は
、
こ
の
部
分
と
ｓ
に

お
け
る
安
永
三
年
夏
に
大
殿
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
と
を
合
わ
せ
て

「
今
之
大
殿
建
立
、
並
庫
裡
禅
堂
浄
頭
共
ニ
同
世
代
ニ
建
改
ア
リ
」

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
略
記
」
の
ｓ
は
、「
上
棟
の
覚
書
」
を
参

考
に
し
て
、
安
永
五
年
に
補
筆
さ
れ
た
部
分
で
は
な
か
ろ
う
か
。

・
二
系
統
の
資
料
へ

　
「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
と
「
龍
献
寺
調
」、「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」

の
三
本
は
、
共
通
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
筆
者
は
、
前
項
で
取
り

上
げ
た
二
本
の
資
料
が
成
立
し
た
後
、
こ
の
三
本
が
遅
れ
て
成
立
し

た
と
考
え
る
。

　

例
え
ば
、
三
本
の
資
料
の
ｆ
に
は
京
極
氏
が
一
覧
亭
を
造
営
し
た

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
上
棟
の
覚
書
」
の
ｇ
に
あ
る

「
国
守
京
極
某
一
覧
此
山
奇
絶
」
と
、
京
極
氏
が
一
覧

4

4

し
た
と
い
う

表
現
に
依
っ
て
、
後
世
、
京
極
氏
が
造
営
し
た
建
物
が
一
覧
亭
と
名

付
け
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
龍
献
寺
の
末
寺
の
数
が
嘗
て
三
十
八
ヶ
寺
の
ほ
か
、
十

三
ヶ
寺
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」
に
は

み
ら
れ
な
い
。
前
節
で
論
じ
た
通
り
、
こ
の
五
十
一
ヶ
寺
は
永
平
寺

開
山
四
百
回
忌
に
龍
献
寺
が
茶
湯
料
を
献
納
し
た
と
い
う
資
料
に
列

記
さ
れ
て
い
る
寺
院
数
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
龍
献
寺
の

末
寺
の
記
述
は
、
龍
献
寺
が
茶
湯
料
を
献
納
し
た
と
い
う
資
料
を
も

と
に
、
後
か
ら
増
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
龍
献
寺
の
縁
起
は
（
ｏ
ま
で
の
）「
略
記
」
以
前

に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
後
、「
上
棟
の
覚
書
」
が
こ
れ
を

踏
襲
し
た
。
そ
し
て
、
義
雲
が
同
寺
を
創
建
し
た
と
い
う
伝
承
が
含

ま
れ
る
三
本
は
「
略
記
」
と
「
上
棟
の
覚
書
」
を
用
い
な
が
ら
も
、

龍
献
寺
の
縁
起
の
中
で
永
平
寺
と
の
関
係
を
含
め
た
内
容
に
改
変
が

な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

結

　

本
稿
で
は
、
離
湖
に
創
建
さ
れ
た
龍
献
寺
が
廃
し
て
か
ら
現
在
地

に
再
建
す
る
に
至
る
ま
で
の
、
京
極
氏
と
龍
献
寺
に
関
す
る
伝
承
を

中
心
に
取
り
上
げ
た
。

　

離
湖
の
龍
献
寺
を
廃
寺
に
さ
せ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
京
極
高
広

か
高
国
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
京
極
氏
が
廃
寺
に
関
与
し
て
い

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
後
の
由
緒
の
中
に
は
龍
献
寺
の
末
寺
の
数

が
計
五
十
一
ヶ
寺
に
及
び
、
こ
の
末
寺
を
高
広
が
智
源
寺
の
末
寺
に

転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
伝
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
永
平
寺
開
山

四
百
回
忌
の
砌
、
龍
献
寺
が
茶
湯
料
を
献
納
し
た
と
い
う
承
応
元
年

の
資
料
に
龍
献
寺
の
末
寺
と
さ
れ
る
五
十
一
ヶ
寺
の
寺
名
が
列
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
を
参
考
に
し
て
龍
献
寺
の
縁
起
の
中
に
末

寺
の
記
述
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
龍

献
寺
が
五
十
一
ヶ
寺
の
末
寺
を
抱
え
て
い
た
こ
と
や
、
こ
の
問
題
に

高
広
が
関
与
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
）
42
（
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
龍
献
寺
は
三
世
則
地
が
在
世
中
ま
で
の
間
に
、
現
在

地
に
お
い
て
二
度
、
再
建
し
て
い
る
。
一
度
目
は
、
延
宝
二
年
（「
略

記
」
以
外
は
天
和
三
年
）
で
あ
る
が
、
そ
の
十
三
年
後
（「
略
記
」

以
外
は
四
年
後
）
に
回
禄
に
遭
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
五
年
後
に
は

再
び
造
営
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

龍
献
寺
の
世
代
は
伝
法
開
山
尊
海
（
永
平
寺
三
十
一
世
）、
二
世

天
梁
（
同
三
十
七
世
）、
三
世
則
地
（
同
三
十
九
世
）
と
永
平
寺
の
世

代
が
連
続
し
て
い
る
。
龍
献
寺
の
世
代
に
永
平
寺
の
世
代
が
含
ま
れ

て
い
る
理
由
は
、
龍
献
寺
に
各
々
が
実
際
に
入
院
し
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
恐
ら
く
は
同
寺
の
再
建
に
関
与
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
当

時
の
龍
献
寺
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
永
平
寺
の

支
援
を
伴
っ
て
同
寺
が
短
い
期
間
で
再
建
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

龍
献
寺
の
由
緒
に
は
、
永
平
寺
と
の
関
係
を
強
調
さ
せ
る
た
め

に
、
後
世
、
様
々
な
伝
承
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
智
源
寺
と
の
本
末
関
係
に
翻
弄
さ
れ
た
こ
と
以
外
に
も
、
同
寺

の
再
建
事
情
が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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註（
１
） 
①
か
ら
⑤
の
順
序
は
、
必
ず
し
も
成
立
時
期
に
従
っ
て
付
け
ら
れ

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
④
は
京
都
府
竹
野
郡
役
所
編
『
丹
後
国
竹
野

郡
誌
』（
臨
川
書
店
、
初
版
一
九
一
五
年
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
が
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
「
丹
後
国
竹
野
郡
寺
院

明
細
帳
」（
一
八
八
四
年
頃
成
立
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
龍
献
寺
の
由

緒
の
項
と
一
致
し
て
い
る
（
簿
冊
番
号
二
十
・
見
出
番
号
九
）。

（
２
） 

拙
稿
「
龍
献
寺
創
建
の
伝
承
に
つ
い
て
」（『
禅
研
究
所
紀
要
』
五

〇
、
二
〇
二
二
年
）
一
三
五

－

一
四
七
頁
。

（
３
） 

同
右
、
一
四
一
頁
。

（
４
） 

同
右
、
一
三
八

－

一
三
九
頁
。

（
５
） 

「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
に
は
、
寛
永
八
年
に
対
し
て
十
干
が
丁
と

な
っ
て
い
る
が
、
未
の
誤
り
で
あ
る
。

 

　
「
龍
献
寺
調
」
は
、「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し

た
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
龍
献
寺
調
」
に
は
寛
永
八
年
に
龍

献
寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ｆ
に
「
潜
居

云
々
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
の
廃

寺
、
移
転
に
関
す
る
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
6
） 

「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
の
ｊ
「
奪
却
廃
寺
」
は
、「
略
記
」
の
ｇ
の

句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
に
提
示
し
な
い
が
「
龍
献

寺
の
縁
起
書
」
は
、
そ
れ
以
外
に
も
「
略
記
」
の
句
を
引
い
て
い
る
部

分
が
あ
る
。

（
7
） 

長
浜
宇
平
編
『
丹
後
史
料
叢
書
』
第
六
輯
（
名
著
出
版
、
一
九
七

二
年
）
九
七
頁
。

（
8
） 

毛
利
秀
頼
（
一
五
四
一

－

一
五
九
三
）
の
娘
。

（
9
） 

註（
７
）を
参
照
。

（
10
） 

黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
尊
卑

分
脈
三
（
吉
川
弘
文
館
）、
四
三
〇

－

四
三
四
頁
。

（
11
） 

高
光
か
ら
高
吉
ま
で
の
系
譜
に
つ
い
て
、『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』

に
は
、
持
光
―
持
重
―
政
光
―
高
清
―
高
明
（
峰
）
―
高
広
（
高
秀
）

―
高
吉
（
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
第
二
巻
〈
国
民
社
、
一
九
四

三
年
〉
一
九
六
九
ａ

－

ｃ
）、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
持
高

―
※
持
清
―
勝
秀
―
※
政
光
―
※
政
経
―
※
高
清
―
高
峯
―
高
秀
―
高

吉
（
堀
田
正
敦
等
編
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
系
譜
』
第
七
〈
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
六
五
年
〉
一
六
五

－

一
六
七
頁
）
と
諸
説
あ
る
。
※
持

清
は
高
光
の
三
男
、
政
光
は
持
清
の
二
男
、
政
経
は
持
清
の
三
男
、
高

清
は
勝
秀
の
嫡
男
で
あ
る
と
い
う
。

（
12
） 

太
田
前
掲
著
書
、
一
九
六
九
ｃ
・
一
九
七
一
ａ

－

ｃ
、
堀
田
等
前

掲
編
書
、
一
七
五

－

一
七
七
・
一
八
五

－

一
八
六
頁
。

（
13
） 

註（
５
）を
参
照
。

（
14
） 

寛
永
八
年
の
条
に
も
、
水
死
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
但
し
、
水

死
し
た
人
物
が
、
誰
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。

（
15
） 

峰
山
郷
土
史
編
集
委
員
編
『
峰
山
郷
土
史
』
上
巻
（
峰
山
町
、
一

九
六
三
年
）
一
七
一
頁
。

（
16
） 
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
系
譜
』
第
七
、
一
七
六
頁
。「
寛
文
六
年
高
国
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が
無
道
を
愁
訴
せ
し
か
ば
、
高
国
罪
蒙
り
て
所
領
を
没
収
せ
ら
る
ゝ
に

よ
り
│
│
と
あ
る
。

（
17
） 
「
龍
献
寺
調
」
に
は
、
龍
献
寺
末
寺
の
寺
院
数
の
み
が
記
さ
れ
て

い
る
。

（
18
） 

長
浜
宇
平
編
『
丹
後
史
料
叢
書
』
第
七
輯
（
名
著
出
版
、
一
九
七

二
年
）
三
六
一

－

三
六
二
頁
。

 

　

離
湖
の
項
に
「
湖
の
広
さ
四
五
丁
四
方
、
湖
の
心
に
島
山
あ
り
、
島

山
の
上
に
寺
の
跡
な
り
と
て
礎
石
残
る
、
今
木
津
の
庄
岡
田
村
に
あ
る

湖
秀
山
龍
献
寺
の
旧
跡
な
り
。
寛
文
の
頃
京
極
丹
後
守
高
国
爰
に
来
り

網
を
湖
中
に
入
れ
獲
る
所
の
魚
を
以
て
之
を
寺
の
境
内
に
屠
り
以
て
肴

と
す
、
住
僧
顧
て
其
巵
従
の
者
に
告
て
曰
、
殺
生
禁
断
の
処
に
於
て
唯

魚
を
と
る
の
み
な
ら
ず
内
に
入
り
て
之
を
屠
り
以
て
肴
と
す
る
甚
し
か

ら
ず
や
固
よ
り
僧
の
悪
む
所
な
れ
ば
請
こ
れ
を
寛
宥
せ
よ
、
高
国
其
言

を
聞
て
怒
を
発
し
曰
、
領
主
の
所
為
僧
徒
こ
れ
を
拒
む
不
恭
の
者
免
す

べ
か
ら
ず
、
将
に
こ
れ
を
捕
へ
ん
と
す
、
住
僧
幸
に
遁
れ
て
木
津
に
匿

る
、
於
是
高
国
悉
く
其
伽
藍
を
焚
焼
す
、
今
湖
の
水
底
に
沈
み
て
石
燈

籠
な
ど
の
見
ゆ
る
は
蓋
其
時
の
も
の
な
り
と
い
ふ
、
高
国
此
寺
を
焚
焼

し
て
よ
り
い
ま
だ
幾
何
な
ら
ず
し
て
家
の
亡
ぶ
る
に
至
る
、
其
故
如
何

な
る
を
明
か
に
知
ら
ざ
れ
ど
此
業
を
以
て
推
而
可
知
也
。」
と
あ
る
。

（
19
） 

龍
献
寺
の
末
寺
と
さ
れ
る
寺
院
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
立
京
都

学
・
歴
彩
館
所
蔵
『
寺
院
明
細
帳
』（
簿
冊
番
号
：
十
八
・
与
謝
郡
、

十
九
・
中
郡
、
二
十
・
竹
野
郡
）、
京
都
府
竹
野
郡
役
所
前
掲
編
書
、

京
都
府
丹
後
国
中
郡
役
所
編
『
丹
後
国
中
郡
誌
稿
』（
臨
川
書
店
、
一

九
一
四
年
初
版
）、
京
都
府
与
謝
郡
役
所
編
『
与
謝
郡
誌
』
上
（
京
都

府
与
謝
郡
役
所
、
一
九
二
三
年
）、
網
野
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
網

野
町
誌
』
下
巻
（
網
野
町
役
場
、
一
九
九
六
年
）、
中
江
光
之
助
・
吉

岡
武
夫
・
小
谷
達
雄
・
村
上
博
中
・
米
田
久
左
衛
門
・
井
上
利
光
編

『
丹
後
町
史
』（
丹
後
町
、
一
九
七
六
年
）、
竹
野
郡
弥
栄
町
編
『
弥
栄

町
史
』（
弥
栄
町
役
場
、
一
九
七
〇
年
）、
峰
山
郷
土
史
編
集
委
員
編

『
峰
山
郷
土
史
』
下
巻
（
峰
山
町
、
一
九
六
四
年
）、
大
宮
町
誌
編
纂
委

員
会
編
『
大
宮
町
誌
』（
大
宮
町
役
場
、
一
九
八
二
年
）、
岩
滝
町
役
場

編
『
岩
滝
町
誌
』（
岩
滝
町
役
場
、
一
九
七
〇
年
）
の
地
誌
等
を
参
考

に
し
た
。

（
20
） 

「
上
棟
の
覚
書
」
の
ｌ
に
は
、
天
和
三
年
に
大
授
が
龍
献
寺
を
興

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
末
寺
に
は
成
就
寺
が
備
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、

同
ｒ
に
は
、
宝
暦
四
年
に
龍
献
寺
が
経
年
に
よ
り
衰
退
し
た
こ
と
か
ら

造
営
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
成
就
寺
が
落
成
さ
れ
た
と
い
う
。

（
21
） 

京
都
府
竹
野
郡
役
所
前
掲
編
書
、
三
一
五
頁
。「
御
改
帳
」
の
翻

刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
成
就
寺
開
基
の
姓
松
本
の
字
が
吉

岡
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

 

　

網
野
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
前
掲
編
書
、
一
三
四

－

一
三
五
頁
。『
木

津
村
誌
』
の
年
表
か
ら
、
松
本
梵
智
入
道
は
松
本
正
勝
（
＊

－

一
五
〇

七
）
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
就
寺
は
龍
献
寺

の
塔
頭
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
22
） 
長
福
寺
は
現
在
、
三
要
寺
と
号
し
て
い
る
。
換
宗
以
前
の
記
録
は

少
な
い
が
、
恐
ら
く
智
源
寺
の
末
寺
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
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弥
栄
町
井
辺
に
も
長
福
寺
と
号
す
寺
院
が
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
久
国
寺

と
同
じ
く
福
昌
寺
の
末
寺
で
あ
る
。

（
23
） 
京
都
府
丹
後
国
中
郡
役
所
編
前
掲
編
書
、
七
六
頁
。
峯
山
町
誌
稿

の
記
述
か
ら
抜
粋
し
た
。

（
24
） 

薬
王
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
た
上
ノ
と
は
、
明
治
期
ま
で
存
在
し
て

い
た
上
野
村
の
こ
と
で
あ
る
。

（
25
） 

網
野
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
前
掲
編
書
、
一
三
二
頁
。

（
26
） 

同
右
、
一
三
五

－

一
三
七
頁
。

（
27
） 

註（
12
）を
参
照
。
丹
後
峰
山
藩
主
は
、
初
代
高
通
（
一
六
〇
三

－

一
六
六
六
）、
二
代
高
供
（
一
六
二
三

－

一
六
七
四
）、
三
代
高
明
と
次

第
す
る
。
高
明
は
、
高
広
の
姪
孫
。
臨
済
宗
の
六
ヶ
寺
が
龍
献
寺
の
末

寺
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
あ
る
が
、
転
宗
以
前
の
各
寺
の
住
職
と
、

龍
献
寺
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
地
誌
に
よ
れ
ば
、
各
寺
は

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
臨
済
宗
へ
と
転
じ
て
い
る
。
こ
の
転
宗

は
、
高
明
が
御
家
督
の
際
に
改
宗
を
頼
ん
だ
と
さ
れ
る
（
峰
山
郷
土
史

編
集
委
員
前
掲
編
書
、
四
九
五
頁
・
全
性
寺
「
臨
済
宗
に
改
宗
」
の
項
）。

（
28
） 

た
と
え
ば
、
青
原
寺
の
開
山
は
毛
山
国
文
（
＊

－

一
八
一
一
）
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
寺
が
龍
献
寺
と
関
係
が
あ
っ
た
の
か
掴
む

こ
と
が
で
き
な
い
。

（
29
） 

兵
庫
県
豊
岡
市
の
長
松
寺
七
世
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
大

授
は
同
寺
の
世
代
に
含
ま
れ
て
い
な
い
（
網
野
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
前

掲
編
書
、
一
二
九
頁
）。

（
30
） 

「
略
記
」
の
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

延
慶
酉
年
ヨ
リ
天
保
三
壬
辰
ニ
至
リ
五
百
二
十
五
年
ニ
ナ
ル
、

　
　
　

延
宝
寅
年
ヨ
リ
今
年
ニ
至
リ
六
十
年
ニ
ナ
リ
一
百
五
十
壱
年
ニ
ナ
ル
、

　
　
　

安
永
五
午
（
マ
マ
）年
ヨ
リ
今
ニ
至
リ
五
十
九
年
ニ
ナ
ル
、

　
　
　

天
保
三
壬
辰
正
月
誌
焉
、
龍
献
十
四
世
代
探
考
出
者
也
。

　
　
　

当
安
政
六
未
ニ
至
リ
二
十
八
年
ナ
ル
、

　
　
　

龍
献
創
立
延
慶
二
酉
歳
ヨ
リ
明
治
十
二
年
迄
五
百
五
拾
年
ニ
ナ
ル
、

　
　
　

此
谷
引
□
□
□
□
天
和
三
亥
大
授
和
尚
建
立
ヨ
リ
明
治
十
二
年
迄

百
九
十
七
年
ニ
ナ
ル
、

　
　
　

此
地
建
立
安
永
三
年
万
江
造
立
ヨ
リ
明
治
十
二
年
迄
百
六
年
ニ
ナ
ル
、

（
31
） 

「
上
棟
の
覚
書
」
の
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

冀
次
専
祈
。
永
劫
法
幢
繁
栄
無
難
無
災
火
盗
潜
消
諸
縁
吉
利
者
也
。

　
　
　
　
　
　

上
梁
銘
曰
。

　
　
　
　
　

柱
根
竪
列
金
剛
杵
。

　
　
　
　
　

梁
棟
横
拈
鉄
棒
頭
。

　
　
　
　
　

龍
献
梵
宮
湖
秀
水
。

　
　
　
　
　

永
防
灾
火
億
千
秋
。

（
32
） 

「
法
堂
額
の
縁
起
書
」
の
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

今
日
此
ノ
祝
典
ヲ
挙
グ
。
豈
ニ
意
義
ナ
シ
ト
セ
ン
ヤ
。
本
日
、
賀

莚
ニ
列
シ
玉
フ
ノ
賢
士
ハ
、
須
ク
往
時
ヲ
追
憶
シ
テ
祖
先
ノ
尊
仏

護
法
ノ
念
ノ
篤
キ
克
ク
、
今
日
ノ
隆
昌
ヲ
致
シ
タ
ル
ヲ
思
ヒ
、

益
々
後
代
ノ
孫
孩
ニ
其
ノ
範
ヲ
垂
レ
玉
フ
ベ
キ
者
也
。

（
33
） 
松
泉
院
は
、
龍
献
寺
末
寺
の
松
泉
寺
と
同
じ
。
本
稿
で
は
そ
の
内

容
を
省
略
す
る
が
、
智
源
寺
が
龍
献
寺
に
対
し
て
帰
属
を
求
め
て
い
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た
。『
取
集
古
日
記
』
の
中
に
は
、
こ
の
時
の
書
簡
（
書
写
）
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

（
34
） 
則
地
は
、
大
授
に
対
し
て
龍
献
寺
の
中
興
開
基
で
あ
る
こ
と
を
追

認
し
た
。

承天証書（部分撮影）

（
35
） 

「
略
記
」
と
「
龍
献
寺
の
縁
起
書
」
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

（
36
） 

龍
献
寺
に
は
、
上
部
に
当
山
前
住
と
刻
字
さ
れ
た
位
牌
が
あ
る
。

こ
の
下
に
は
、
大
伝
安
、
通
山
宝
、
瑞
雲
嶺
、
孤
山
隣
、
栄
室
春
、
曜

山
旭
の
六
師
の
名
が
あ
る
。
瑞
雲
嶺
は
、
瑞
雲
漢
嶺
の
こ
と
で
龍
献
寺

を
開
創
し
た
人
物
で
あ
る
。
曜
山
旭
は

山
旭
宝
（
生
卒
年
不
詳
）
で

木
津
に
あ
っ
た
薬
王
山
瑠
璃
寺
（
廃
寺
）
の
開
山
で
あ
ろ
う
（
網
野
町

誌
編
さ
ん
委
員
会
前
掲
編
書
、
一
三
五
頁
）。

（
37
） 

拙
稿
前
掲
論
文
、
一
四
一
頁
。

（
38
） 

龍
献
寺
の
再
建
時
期
に
つ
い
て
「
略
記
」
に
は
延
宝
二
年
、「
龍

献
寺
の
縁
起
書
」
は
天
和
三
年
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
が
生
じ

た
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
39
） 

註（
30
）を
参
照
。「
略
記
」
の
識
語
に
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇

九
）、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
天
保
三

年
（
一
八
三
三
）、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
五
つ
の
年
を
挙
げ
て

い
る
。
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
は
、
漢
嶺
に
よ
っ
て
龍
献
寺
が
開
創

さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

（
40
） 

『
鷹
峯
卍
山
和
尚
広
録
』
巻
第
三
十
三
「
寄
㍼永
平
晃
全
禅
師
㍽」

　
　
　

陳
者
本
山
第
三
代
祖
位
三
百
八
十
年
来
。
摸
稜
両
端
無
㍾所
㍼適

従
⊿
而
聞
今
禅
師
快
揮
㍼雄
断
活
手
⊿
直
剪
㍼枝
葉
間
論
⊿
遂
以
㍼

介
和
尚
⊿
為
㍼第
三
代
⊿
以
㍼演
和
尚
⊿
為
㍼第
四
代
⊿
新
設
㍼牌

位
⊿
（『
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
二
、
六
五
〇
ａ
）

 

　

こ
の
「
世
代
改
」
が
行
わ
れ
た
契
機
の
一
つ
は
、「
越
前
永
平
寺
鐘

銘
」
の
、

　
　
　

住
持
第
五
代　

比
丘
義
雲
銘
記
（『
曹
洞
宗
全
書
』
金
石
分
類
、

五
三
五
ｂ
）

 
と
義
雲
が
自
ら
を
永
平
寺
五
世
で
あ
る
と
い
う
刻
字
に
依
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
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（
41
） 

こ
れ
と
同
時
に
、
宝
慶
寺
開
山
寂
円
（
一
二
〇
七
？

－

一
二
九

九
？
）
は
閏
位
の
三
世
と
し
て
永
平
寺
の
世
代
に
含
ま
れ
て
い
た
。

（
42
） 
松
泉
院
に
関
す
る
一
件
（
註（
33
）を
参
照
）
で
、
龍
献
寺
と
智
源

寺
の
本
末
関
係
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。


